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～点群データの活用についてお伝えします～

オートデスク株式会社

現況把握のデジタル化と、3DCAD
活用によるDXへの取り組み
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アジェンダ



製造業を取り巻く状況

はじめに

世の中の変化に迅速に対応するため、デジタル化によりDXを推進！

ちょっと飛躍
しすぎ???



 大まかな業務プロセス

今回DXの一例として取り上げる領域

企画/
引合い

設計
調達/
製造

販売 ・・・

フェイスシールド
製造ラインの立ち上げ
検討



【命題】フェイスシールドの製造ラインを迅速に立ち上げる！

 ヘッドベルト部品について

o 製造方法

• 射出成形？3Dプリンター？

o 製造機

• どちらも購入

o 設置

• 設置スペースの大きさは？

o 生産性

• 大量生産？

• 少量多品種？

o 材料

• 樹脂材料（射出成形用/3Dプリンター用）

• 射出成形なら金型

o その他

• 射出成形なら金型を冷やす冷却水設備必要

• 予算は？

説明シナリオ例

透明フィルム
購入品

ヘッドベルト
プラスチック製品

自社製造



製造ラインを迅速に立ち上げるために。。。

説明シナリオ例

・多品種少量生産

・不確定な動向見据えた対応

・製造しやすい

・既存環境を最大限活用

3Dプリンターによる生産

結果

要件



現況把握
基本
情報
作図

2D上で
設備
配置

2D-3D
同期

3D追加
作業・
検証

3Dレイ
アウト
全体レ
ビュー

作業性
確認

今回ご紹介する検討の流れ

企画/
引合い

設計
調達/
製造

販売 ・・・



現況把握
3Dレーザースキャナーで取得した点群データを取り込み、計測、加工

 機能

o Faro, Leica, Z+F, TOPCON, Rieglなどの
3Dレーザースキャナーで取得した
点群ファイルを読み込み

o 自動レジストレーション

o スキャンデータの可視化、計測、編集

o Real View（パノラマ表示）

 メリット

o 取得した点群データはその場で距離測定や
間引きなどの加工ができるため、何度も
現場に足を運ぶことなく現況調査が可能

 今回登場する製品





基本情報作図
点群データを参照しながらレイアウトの基本情報を2Dで定義

 機能

o ReCapで取得、編集した点群データを
参照データとしてロード

o 点群を参照しながら工場レイアウトの
エリア定義や、設備配置の基準点を作図

o 工場レイアウトソリューションのFactory 
Design Utilitiesや、3DCADのInventorとの
シームレスな連携

 メリット

o ReCapの点群データを直接2D上にロードして
参照できるため、点群テータを無駄なく活用

o 工場レイアウトソリューションとの連携で
設備の配置検討にかかる工数を大幅に削減

o 使い慣れたAutoCADのメリットを最大限に
享受

 今回登場する製品





2D上で設備レイアウト
工場レイアウトの各種設備（アセット）を2D上に配置

 機能

• 工場レイアウトに関する各種設備をアセットのラ
イブラリとして管理

• あらかじめ用意されたものだけでなく、ユーザー
自身が追加したアセットも組み合わせて配置可能

• Utilitiesのアセットは、2D/3Dの連携が取れてお
り、
2D上で配置したコンポーネント類は
Inventor上でも自動的に3Dのコンポーネントとし
て連携、配置される

 メリット

o 工場レイアウトが2D-3Dで連動するため、
素早い連携が可能であり、また2D図面と
3Dモデルの不整合もないため、抜け漏れ
などのミスを大幅に削減

 今回登場する製品





2Dで配置したレイアウトと3Dを同期
Factory Design Utilitiesのアセット機能を活用した3D同期

 機能

o AutoCAD Mechanical等で配置した工場
レイアウトはFactory Design Utilitiesの
機能を介してInventorとも連携し、
2D上で配置したアセットを自動的に
3Dのアセットモデルとして反映

 メリット

o 工場レイアウトが2D-3Dで連動するため、
素早い連携が可能であり、また2D図面と
3Dモデルの不整合もないため、抜け漏れ
などのミスを大幅に削減

o 3Dモデルを一から作成する必要がないため、
モデルの作図工数を大幅に削減

 今回登場する製品





3D上での追加作業および検証
3D上でのレイアウト追加と初期確認

 機能

o 3DCAD側で追加のアセット配置（機械など
作業台の上に配置するもの）を実施

o 3DCAD上で事前確認および対策実施

 メリット

o 工場レイアウトが2D-3Dで連動するため、
素早い連携が可能であり、また2D図面と
3Dモデルの不整合もないため、抜け漏れ
などのミスを大幅に削減

o 2Dだけでは困難な高さ方向の検討や干渉
チェックが可能になることで、検討ミスを
未然に防止し、手戻りの削減に貢献

 今回登場する製品





3D上でレイアウト全体レビュー
これまでに使用した様々なデータを一か所に集めて全体検証

 機能

o Inventorの3Dモデルだけでなく、AutoCAD
のレイアウト図面、さらにReCapの点群
データも併せて読み込み、レイアウト
全体での干渉チェックなど実施

o 検証結果は朱書きコメントなどでフィード
バック可能

 メリット

o 各種データの読み込みをサポートする
Viewerにより、大規模なデータでも
軽快に検証できるため、より現実に近い
環境でレビューすることが可能

o 2D図面でのレビューと比較して、視認性が
大幅に向上するため、意思疎通を円滑に
行い、伝達ミスを防ぐことが可能

 今回登場する製品





作業性確認
VRでレイアウトに入り込み、3D空間内で作業性を確認

 機能

o マテリアルやシーンを定義することで、
工場内での見え方などより実環境に近い
中で確認

o VRでの没入体験により、実際の作業性や
視認性を確認、検証

 メリット

o 3D空間の中でより細かい作業性など、
動的な検証ができ、また複数人で同時に
（それぞれの目線で）レビューできるため、
バーチャル空間の中で”すり合わせ”が
実施でき、意思決定に大きく貢献

 今回登場する製品





まとめ

 今回は点群データの活用を題材として、
点群⇒2D⇒3Dとプロセスやデータが
つながっていく様子について
ご紹介させていただきました。

 今回はどちらかといえば、DXへの
取り組みの一部分にはなりますが、
全体的な「あるべき姿」に向けた
一つの例として、皆さまの今後の
検討材料として少しでも参考に
なれば幸いです。



点群データを参照しながらの3D設計も可能です！

補足



 今回ご紹介させていただいた製品群の内、
VREDを除く下記製品につきましては、
Product Design & Manufacturing Collection
に含まれています。

最後に



お知らせ



オートデスクコールセンター（エンドユーザー様向け）

購入前、購入後、製品問わず以下のフリーダイアルでお問
い合わせを受け付けます。

0120-961-247

エンドユーザー様向けのお問い合わせ窓口となります。

別途チラシもございますので、ぜひエンドユーザー様へご
案内ください。



パートナー様向け情報発信WEBサイト

「BP プラチナ ～CAD information～」
https://bp-platinum.com/platinum/view/files/cad_information/

ID / PW

不要

インストール
ガイド
動画／データ

製品カタログ
ダウンロード

おすすめ記事

https://bp-platinum.com/platinum/view/files/cad_information/


営業に役立つトレンド情報をお届け！

「BP Platinum ～Sales Portal Site～」
https://bp-platinum.com/platinum/view/files/sps/

BP Platinum
アクセス
ID／PW

が必要です

https://bp-platinum.com/platinum/view/files/sps/


アンケートのお願い

アンケートの最後に、ご質問やご要望、現在お困りの点等、コメントを入力する
欄がございます。
本セミナー以外のご質問内容でも結構です。ぜひご意見ご感想をお寄せください。
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